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Ⅰ．はじめに
少子高齢化が進展し超高齢社会を迎えたわが国で

は、厚生労働省が「地域包括ケアシステム」の構築
に向けて動いている。看護基礎教育においては、大
学における看護系人材養成のあり方に関する検討会
で「看護学教育モデル・コア・カリキュラム」１）が
作成され、その中でも地域包括ケアシステムにおけ
る看護実践能力の育成について記されている。本学
の看護学科は開設当初より「幅広い視野を持ち、地
域医療に貢献できる看護師を育てる」ことを学びの
特色とし、地域看護学領域の学修にも取り組んでき
ていた。しかしながら、このような社会情勢の変化
を見据えたこと、また教育課程の編成にあたり質保
証のために取り組むべき課題として、学生に身に付
けさせることに関しては、専門分野の細かな知識や
能力を数多く列挙するのではなく、将来にわたって
職業人あるいは市民として世界と関わっていくため
の基礎となり基本となるようなものを重視すべきこ
とという答申２）を踏まえ、2017年より新カリキュラ
ムを導入した。 看護基礎教育においては、教育課程

（カリキュラム）とは学生たちが、学校の教育目的に
即して望ましい成長・発達（変化）を遂げるために
必要な諸条件を、彼らに提供する意図的、組織的な
教育内容の全体計画である３）とされている。

本稿では、時代のニーズに見合う教育を更に充実
させるべく行った今回の看護学科カリキュラム改正
の経緯と概要について報告し、今後のカリキュラム
編成の資料とすることを目的とする。
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Ⅱ．医療科学部看護学科　カリキュラム改正の経緯
１．大学教育における教育の質保証やカリキュラム
改正の背景

2008年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構
築に向けて」４）を受け、各大学での自主的な改革を
通じた学士課程教育における３つのポリシー、ディ
プロマポリシー（DP）、カリキュラムポリシー（CP）、
アドミッションポリシー（AP）の策定や見直しが行
われている。DP とは、各大学、学部・学科等の教
育理念に基づき、どのような力を身に付けた者に卒
業を認定し、学位を授与するのかを定める基本的な
方針であり、学生の学修成果の目標ともなるもので
ある。CP とはディプロマポリシーの達成のために、
どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・
方法を実施し、学修成果をどのように評価するのか
を定める基本的な方針であり、DP と CP の二つは、
卒業までに学生が身に付けるべき資質・能力と、そ
れを達成するための具体的な教育課程の編成・実施、
学修成果の評価の在り方等を示すものであり、その
一体性・整合性が強く求められる。AP とは、各大
学、学部・学科等の教育理念、DP,CP に基づく教育
内容等を踏まえ、どのように入学者を受け入れるか
を定める基本的な方針であり、受け入れる学生に求
める学習成果を示すものである５）。

これら３つのポリシーの一体性・整合性をふまえ
た教育課程の構築が喫緊の課題となっている。
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２．看護学科におけるカリキュラム改正のきっかけ
本学科は2012年、足立区で初の４年生看護学科と

して開設された。開設当初の本学科のカリキュラム
の特徴は、建学の精神である「人類の将来を正しく
見据え、生命の尊厳を深く学び、自然と人間の共生
に貢献できる人材を育成し、持続可能な社会の発展
に寄与する」に基づき、高度な専門知識と実践的な
問題解決能力を身に着けていくことができるように
構築したことである。さらに地域からの要請を踏ま
え、広い視野と豊かな教養をもち地域社会の健康問
題について意欲的に取り組む力を備えた、地域社会
の保健医療福祉に貢献できる看護師育成のための教
育内容の充実を図っていることである。

少子高齢化が進展し、超高齢社会を迎えたわが国
においては、人々のニーズは増大・多様化している。
入院期間は短縮し、疾患や障がいを持ちながら地域
で生活する人々が増えており、医療・看護サービス
の提供は施設完結型から地域完結型へと移行してき
ている。2025年には、団塊の世代が後期高齢者世代
に突入することから、医療や介護の需要がさらに増
大することが見込まれている。 その後も高齢者人口
は増加を続け、2042年に3,863万人でピークを迎え、
その後は減少に転じると推計されている。総人口が
減少するなかで高齢者が増加することにより高齢化
率は上昇を続け、2055 年には、国民の 2.5 人に１人
が65歳以上の高齢者となる社会が到来すると推計さ
れている６）。少子高齢社会の現状に対しては様々な
政策が打ち出されているが、認知症高齢者や高齢者
のみの世帯など、介護を必要とする人々が住み慣れ
た地域でその人らしく人生の最期の時まで暮らし続
けることができるように支援していく人材を育成す
ることは喫緊の課題である。厚生労働省は地域を基
盤とした「地域包括ケアシステム」を推進している。
これにより、従来の病院完結型から医療・ケアと生
活が一体化した地域完結型の体制への転換が図られ
ている。

このような様々な社会背景の変化を受け、2015年
に第１回の卒業生を送り出し、さらなる看護教育の
質保証のために時代の要請に即したカリキュラムへ
と再検討していくことが近々の課題であることがカ
リキュラム検討委員会のメンバー間で確認された。

カリキュラム改正に向け、看護学科として大きく
舵をきったのは2015年８月に行われたワークショッ
プである。2015 年８月 25 日、「決めよう　２年後の
看護学科カリキュラム」というテーマ設定のもと、
カリキュラム検討委員会主催による看護学科ワーク

ショップ（表１）を開催した。ワークショップのね
らいは「カリキュラム検討委員会で検討したモデル
案（カリキュラムモデル・実習案を含む）について
の更なる改正の示唆を得る」ことであり、内容はカ
リキュラム改正に向けた経緯と保健師教育課程・養
護教諭教育課程導入の提案、グループワーク、発表
と意見交換であった。 

グループワークでは、カリキュラム検討委員会の
メンバーがファシリテーターとして参加した。この
ワークショップでは、職位ごとの役割を踏まえて自
由に発言できるように職位ごとのグループワークを
行った。テーマは「看護師教育課程における専門
コースの充実 に向けた具体的な専門科目の検討」で
あったが、看護学科ディプロマポリシー、カリキュ
ラムポリシー、アドミッションポリシーの整合性、
保健師教育課程設置の意義、実習計画についてなど、
幅広い意見交換がなされた。表２に看護学科の３つ
のポリシーを示す。グループワークでは様々な意見
が出されたが、要点をまとめると表３のとおりであ
る。看護学科全教員が参加し、専門領域を超えたグ
ループワークを行ったことは、この後のカリキュラ
ム改正への大きな弾みとなった。

時間 内容

10:00～11:00

学科長挨拶
１. カリキュラム改正に向けて
①保健師養成課程・養護教諭養成課程の導入と、看護師養成課程におけ

る専門コース　の充実を図る　ことに至った経緯
②保健師養成課程・養護教諭養成課程導入に関する提案
③実習計画の変更案について

11:00～13:30
２. グループワークのねらい
テーマ：看護師養成課程における専門コースの充実に向けた具体的な選
択科目の検討

13:30～15:00

各グループの発表と意見交換
①グループ 6 分 ( 発表 )　全グループ発表後　質疑応答　15 分
全体を通しての意見交換
まとめ

表1　カリキュラム検討委員会企画　夏季ワークショップ
－決めよう　2年後の看護学科カリキュラム－

３．保健師教育課程の導入と，教員の専門性を活か
した看護師教育課程の充実のための新カリキュ
ラム

地域包括ケアの要として時代とともに移り変わる
社会のニーズに対応するために、地域の個別的問題
を明確化し、住民の健康増進能力を高める個人・家
族・集団・組織への継続的支援、さらに住民のニー
ズを吸い上げシステム化や施策化できる人材となる
保健師を育成するとともに、教員の専門性を活かし
た看護師教育課程の充実を図り、看護の専門性をよ
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表 2　看護学科の 3つのポリシー

1.  

(1)  
(2)  
(3)   

(1)  
(2)   

(1)  
(2)   
(3)  
(4)  

2.  

1  
2  
3

4

5

6  

3.  

1.
2.
3.
4.
5.
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り高めることのできるカリキュラムへ改正すること
となった。改正前と改正後のカリキュラムについて
は表４の通りである。

カリキュラムの変更方針として、本学科の特徴で
ある生活者の視点で住民に寄り添い支援する科目の
ひとつとして配置していた「地域看護学」に関連す
る科目（地域看護学概論、地域看護支援論Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ、地域看護学実習）に関連する科目を充実させて
公衆衛生看護学などの保健師教育課程の科目とする
こと、看護学の発展や地域社会の人々の健康に貢献
できる看護専門職を育成するための教育をさらに充
実させることとした。教育課程の具体的な変更は以
下の４点である。
１）基礎分野での授業科目の充実
２）専門分野での科目区分の再編成
３）新たな教育課程としての保健師教育課程の導入
４）２年次後期の臨地実習の充実

詳細について以下に述べる。
１）基礎分野での授業科目の充実

基礎分野では新設科目11科目を設置し、基礎分野
の授業科目の充実を図った。医療科学部全体の科目
区分の標準化に則り、学生が科目を選択するうえで
の選択肢の幅を持たせた。他学科と同じ科目（共通
科目の活用）を学ぶことにより、早期から医療者と
して多職種連携の必要性や知識を身につける基礎教
育の充実を図ることができると考えた。
２）専門分野での科目区分の再編成

専門分野では、在宅・地域への継続的な看護や看

護の対象の QOL を高める看護実践力の強化を図る
ために、科目区分の再編成を行った。『看護の基礎』

『臨床看護』『地域の看護』『看護の発展』という区分
から、『看護の基本』『看護援助の方法』『看護の実
践』『看護の発展』という系統的な区分編成とした。

『看護の発展』では「認知症ケア論」「リプロヘルス
ケア論」「スピリチュアルケア論」「ホリスティック
ケア論」「看護セミナーⅠ」「看護セミナーⅡ」「看護
研究Ⅲ」の７科目を新設し、看護師教育課程の充実
を図ることとした。
３）新たな教育課程としての保健師教育課程の導入

地域包括ケアの連携の要となる保健師を育成する
ために新たな保健師教育課程を導入した。保健師教
育課程科目として、「公衆衛生学」「公衆衛生看護学
概論」「公衆衛生看護方法論Ⅰ」「公衆衛生看護方法
論Ⅱ」「公衆衛生看護方法論Ⅲ」「公衆衛生看護学演
習Ⅰ」「公衆衛生看護学演習Ⅱ」「公衆衛生看護学実
習」の８科目を新設し、これらを含む保健師教育課
程の科目をすべて履修した学生は保健師国家試験受
験資格を得られるものとした。 
４）２年次後期の臨地実習の充実
「在宅看護学実習Ⅰ」「老年看護学実習Ⅰ」を２年

後期に設置した。地域包括ケア時代を担う看護師を
育成するためには、地域で暮らす人々と出会い、そ
してその人々の生活を支援する多職種の理解を深化
させていくためには、早期の段階で臨地実習を導入
し地域包括ケアを実践していくための基盤をつくっ
ていくことが教育上重要であり、さらにこれらの実

表 3　夏季ワークショップ　グループワークのまとめ
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表 4　カリキュラムの概要

習体験を学習の動機づけにしていきたいと考え、こ
の時期に設定した。

Ⅲ．動き出した新カリキュラム
この改正を行うにあたり、カリキュラム検討委員

会は２年間を要し活動を行ってきた。2 年間の活動
の概要は表５のとおりである。ワークショップを機
会に、看護学科として保健師教育課程設置について
の合意を得た。カリキュラム検討委員会では、平成

29年度のカリキュラム改正と保健師教育課程設置を
目指し活動を進めた。看護師教育を充実させるため
の新たな科目の概要や担当教員の配置をどのように
するべきか、また実習時期が早まり一度の受け入れ
人数が大幅に増えた「在宅看護学実習Ⅰ」「老年看護
学実習Ⅰ」では新たな実習施設の開拓と指導体制を
どのように整えていくか、が課題となった。公衆衛
生看護学においても新たな実習施設の開拓や授業概
要の作成など、様々に取り組むべき課題は膨大であっ
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表 5-1　平成 27年度　カリキュラム検討委員会　活動内容 表 5-2　平成 28年度　カリキュラム検討委員会　活動内容
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たが、担当教員ならびに委員会メンバーで協力し、
情報共有を図りながら準備を整えている。

特に配慮したのは、本学科は開設以来、看護学科
３つのポリシーから読み取ることができるように「幅
広い視野を持ち、地域医療に貢献できる看護師を育
てる」ことを大切にしていたことから、看護師教育
課程の60名の学生の学修をどのように充実させるか
ということであった。対策として、４年次に看護の
専門性を深めるための選択科目（「認知症ケア論」「リ
プロヘルスケア論」「スピリチュアルケア論」「ホリ
スティックケア論」）を設置し、学修の充実に努める
こととした。さらに、看護研究もこれまでは研究計
画立案で終了していたものを、学生の進度によって
は実践することのできるコース（「看護研究Ⅲ」）を
設定した。また４年間の学修の総括を行うべく「看
護セミナーⅠ」「看護セミナーⅡ」を設置した。

Ⅳ．終わりに
カリキュラム改正、新たな資格を取得できる教育

課程設置構想から２年の準備期間を経て、新たな保
健師教育課程を含むカリキュラム改正に至った . カ
リキュラム検討委員会は各領域のメンバーから構成
され、そのつど各領域、つまりは全学科教員の意見
の吸い上げに努めてきた。また、事務局との連携も
課題であり、途中から専任事務局職員が配置された
こと、カリキュラム改正手続きに精通した職員・教
員の存在はカリキュラム検討委員会にとっても重要
であった。

2016年３月中央教育審議会答申の「卒業認定・学
位授与の方針」「教育課程編成・実施の方針」「入学
者受け入れの方針」の策定及び運用に関するガイド
ライン７）では、カリキュラムポリシーはディプロマ
･ ポリシーを踏まえた教育課程編成、当該教育課程
における学修方法・学修課程・学習成果の評価のあ
り方等を具体的に示すこと。また卒業認定・学位授
与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて、
初年次教育、教養教育、専門教育、キャリア教育等
の様々な観点から検討を行うことの留意が述べられ
ている。今回のカリキュラム改正では、初年時教育
から学修進度にあわせた区分編成とし、さらに４年
次の選択科目の増加など専門教育やキャリア教育も
視野にいれた構成となっている。最終的にカリキュ
ラムには成果に関する評価要項が含まれる８）とされ
るように、改正後のカリキュラムについては、３つ
のポリシーの整合性をはかること、教育内容の評価
等、併せて行っていく必要があると感じている。カ

リキュラムの整合性・体系性・系統性を点検してい
くことが必要であり、そのためにカリキュラムマッ
プやカリキュラムツリーを作成し、カリキュラムを
可視化していくことが必要である９）。

これらを含めた社会の情勢にあわせ、看護に求め
られるものも変化していくことが予測される。 公表
された看護基礎教育課程におけるコアカリキュラム
の内容をふまえ、開設以来の「幅広い視野を持ち、
地域医療に貢献できる看護師を育てる」という根底
にあるものを大事にしながら、時代にニーズに合わ
せた看護職を育てることができるよう意識していく
ことが必要である。

本研究は、平成29年度帝京科学大学　教育推進特
別研究費の助成をうけて実施した。
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